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25-ヒドロキシビタミンＤ3摂取で風邪の症状が軽減する可能性を確認 
 

株式会社ファンケルは、研究会「25ＯＨＤを考える会」（代表世話人・折茂 肇先生）との共同研究で、ビタミンＤ

の代謝物である 25-ヒドロキシビタミンＤ3
（※1）（以後 25ＯＨＤと表記）を摂取すると、風邪（上気道感染症）の症状を

軽減する可能性を確認しましたのでお知らせいたします。この研究成果は風邪の予防にも応用できるものと考え

ています。 

本研究結果は、欧州の学術雑誌「Ｔｈｅ Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｎｕｔｒｉｔｉｏｎ， Ｈｅａｌｔｈ & Ａｇｉｎｇ」に掲載されています。

また、本年 8月にシドニーで行われる「Ｔｈｅ 5ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｖｉｔａｍｉｎ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 2018」でも発表する予

定です。 
（※1） 25-ヒドロキシビタミンＤ3（25ＯＨＤ）：ビタミンＤの代謝物のひとつで活性型ビタミンＤとも呼ばれる。ビタミンＤの代謝物の中で 

最も生理活性が高いことが知られている。 
 

＜研究結果＞ 
血中の 25ＯＨＤ濃度が不足または欠乏（30ｎｇ／ｍＬ以下）と判断される 45 歳から 74 歳までの日本人男女 250

人に対して試験を行いました。試験方法は、25ＯＨＤを10μg含むカプセル、または25ＯＨＤを含まないカプセルを

プラセボとし、16 週間続けて摂取していただきました。同時に、風邪の症状に関する専門の調査用紙を使用して  

風邪症状の有無、症状の程度、生活の質（=Ｑｕａｌｉｔｙ ｏｆ ｌｉｆｅ／以後ＱＯＬと表記）を調査しました。 

試験に参加いただいた 250 人のうち、摂取開始時から風邪をひいていた人などを除外した 225 人の調査データ

を解析しました。その結果、摂取期間中に確認された風邪のひき始めから症状がなくなるまでの最も長い罹患期間

の中央値（※2）が 25ＯＨＤ群で 10 日間、プラセボ群

では 13 日間と 25ＯＨＤの摂取によって、風邪の罹

患期間が短縮する傾向が見られました（図 1）。また、

風邪をひいた際の症状とＱＯＬのスコアがプラセボ

群と比較して、25ＯＨＤ群で有意に低く、25ＯＨＤ摂

取が風邪の症状の軽減やＱＯＬの向上などにつな

がることが推察されました（図 2）。 

これらの結果から、25ＯＨＤを継続的に摂取する

ことが、風邪をひいた際の症状を軽減し、早期治癒

に役立つ可能性があることが分かりました。 
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（※2） 中央値：個々のデータを大きい順に並べた時の真ん中の数値。平均値よりも分布状態により全体の傾向を表す 

代表値として使用される。 
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図 2 風邪をひいた際の症状スコアとＱＯＬスコア 

 

0

100

200

300

400

500

1 2
0

100

200

300

400

500

1 2

悪い

軽い

症
状

0

500

400

100

200

300

25OHD プラセボ

Q
O
L
ス
コ
ア
の
合
計

25OHD プラセボ
0

500

400

100

200

300

症
状
ス
コ
ア
の
合
計

Q
O
L

低い

高い

*

*

図 1 摂取期間中の最も長い風邪の罹患期間 
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本件に関する報道関係者の皆様からのお問合せ先 

株式会社ファンケル 社長室 広報グループ  

TEL：045-226-1230 FAX：045-226-1202 ／ http://www.fancl.jp/laboratory/ 

＜研究背景と目的＞ 
風邪には鼻水、鼻づまり、のどの痛み、咳などの上気道に関わる症状が認められることから、上気道感染症の

症状とも言われます。原因はさまざまなウイルスや細菌に感染しているためで、予防方法としては、対症療法が  

一般的です。 

近年の研究によって、血液中の 25ＯＨＤ濃度の低下と上気道感染症の発症の関係性の調査が進み、血中 25

ＯＨＤ濃度が低いことが上気道感染症の発症リスクにつながることが分かってきました。こうした結果などから、25

ＯＨＤを摂取すると、風邪の予防や症状の軽減につながると考えました。 

そこで本研究では、「25ＯＨＤを考える会」の代表である折茂 肇先生と共同で、25ＯＨＤ摂取による上気道感

染症に対する影響について調べました。 

 

＜今後の研究について＞ 
ビタミンＤはカルシウム吸収による骨の健康維持に関わるだけでなく、免疫や感染防御などに関わる働きが報

告され、重要性が再認識されている栄養素の一つです。血中の 25ＯＨＤ濃度を正常な状態に保つことが、身体

の健康維持につながります。私たちは日常の食生活からビタミンＤを摂取する以外にも、紫外線を皮膚に浴びる

ことでビタミンＤを体内で作ることができます。しかし、ビタミンＤの生成量は、日照時間、季節、天候、生活習慣な

どにより紫外線を浴びる量に影響を受けます。また、昨今は紫外線による肌への悪影響のため、紫外線をカットす

る化粧品の使用や日光浴を避ける傾向にあり、さらに食生活の変化もありビタミンＤ不足が問題視されています。

今後、さらにビタミンＤに関する機能性研究を追求し、25ＯＨＤをはじめとして、お客様の健康に役立つ製品開発

と研究に取り組んでまいります。 

 

 

＜共同研究者 折茂 肇先生のコメント＞ 
 

25-ヒドロキシビタミンＤを摂取することにより、上気道感染症の症

状を軽減できる可能性が、ヒトにおけるプラセボを対照とした二重盲

検試験により示された。 

近年、25-ヒドロキシビタミンＤには、従来知られていた骨の代謝

のみならず、免疫機能、認知機能、筋力の増強などの作用があるこ

とが見出され、健康寿命ホルモンとしての新しい概念が提唱されて

いる。25-ヒドロキシビタミンＤに関する研究がさらに発展し、人々の

健康に益することを期待している。 
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